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村民の生活再建は復興施策の中で最も優先すべき課題
です。特に、今回の災害で住宅を失った村民に対し、安全
な宅地を確保し、住まいの再建を早急に進める必要がある
ことから、地域の課題や将来像を話し合う場として、地域
別協議会の立ち上げを働きかけます。
協議会では、大学やまちづくりの専門家等外部の協力

を得ながら、ハード整備だけでなく、今後の出水期に対応
できるよう、避難等に関する備えや新しいコミュニティづ
くり、地域の持続的な発展につながる取組等の計画づくり
を進めます。

復旧・復興を着実に進めていくため、村民と村を中心と
しながら、様々な主体との連携・協力・協働により、復旧
・復興に取り組んでいきます。

❖計画の推進に向けて

■地域別協議会を通じたまち
づくりへの住民参画

■関係機関との連携・協力・協働
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他市町村との近接性
や移動の利便性を活
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第6次総合計
画

復興計画

基 本 構 想

前期基本計画 後期基本計画（復興・発展）

基 本 方 針

復興計画（復旧・復興） 後期計画へ一本化

❖計画の期間

❖地域別復興方針

復旧・復興基本方針は、第６次球磨村総合計画と整合を図るべく計画期間を令和２年度～10年度までの９年間と
します。復興計画については、令和２年度～５年度の４年間を前期として復旧・復興について策定し、令和６年度～
10年度の５年間は総合計画における後期基本計画に一本化することを前提とし、復興・発展について策定します。

地域別被害状況は一様ではなく、地域の課題や復
興の方向性も異なることから、渡、一勝地、神瀬、
三ヶ浦、高沢の５地域別に復興方針を取りまとめま
した。今後はこの方針に基づき、地域別の協議会で
話し合いを行い、関係団体、国、県等の事業と連
携・調整しながら具体的な取組みを進めていきます。

その①
地域での助け合いが進
み、災害が起こったと
しても不安のない暮ら
しが実現している

その②
球磨川と流域の豊かな
自然を活かしたエネル
ギーの地産地消等、環
境と共生した暮らしが
実現している

その④
あらゆる分野で情報技術が
活用され、山あいの地でも
便利で快適な暮らしと生産
性の高い生業(なりわい)が

実現している

その③
自然や文化を活かし
た新たな仕事が増え、
球磨村に移住定住す
る若者が増えている

❖後期計画に向けて球磨村の将来ビジ ョ ン
球磨村を今まで以上に魅力ある、住みやすい村にしていくためには、安全で安心な暮らしを確保することはもとより、人口減

少・高齢化にも対応した新しいむらづくりの取組みが必要です。村の資源に加えて、新しい情報技術等を活用し、持続可能な開
発目標SDGsの達成等、時代の要請に対応しながら、単に被災前の状態に復旧するだけでなく、未来に向かって、持続可能で豊
かな、すべての村民がいきいきと暮らせるむらづくりを進めていきます。

渡
高沢

三ヶ浦一勝地

神瀬

くらし
被災者の生活再建

きずな
地域コミュニティの

再生と脱炭素のむ

らづくり

にぎわい
球磨川と共生する

村の自然を活かした

観光むらづくり

なりわい
山の暮らしと農林

業・商工業の生業

（なりわい）再生

そなえ
災害に強いむらづく

りに向けた復旧と備

え

基本目標①
村民の生活再建

基本目標②
村を支える産業の再生と新

たな雇用の創出

基本目標③
災害に強く、安全に安心して
暮らせる新たな球磨村の創造

①安全な宅地の確保

②公営住宅の整備

③被災者に寄りそう住ま
いの再建支援

④子育て・教育環境の再
生と安心して学べる環
境づくり
⑤日常生活や移動等生活
環境の早期復旧と利便
性向上

①被災者の見守りや
生活支援
②地域コミュニティ
の再生

③地域文化の復活

④保健・福祉・医療
の充実
⑤脱炭素社会に向けた取
組強化

①村の観光資源を
フル活用した誘客
力の向上

②村の顔となる観光
産業の再生

③球磨川や森林空
間を活用したサー
ビス産業の創出

①力強い産業基
盤の再生

②農林業の再生
と競争力強化

③商工業の再生
と振興

①道路、橋梁等イ
ンフラの早期復旧
②河川の復旧と新た
な治水対策

③山地災害の復旧

④避難対策の強化

⑤自主防災体制の
強化

❖基本理念

❖復興に向けた計画体系

未来の球磨村

災害に強く、豊かな地域資源を後世に継承し、
住民が安全に安心して住み続けられる

山里「球磨村」の復興
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